
Zoomの表⽰名を「⽒名 (所属学年)」にしてください。
例)⼭﨑⼤輝 (京⼤D3)

全体企画

世話⼈

京都⼤学理学研究科附属天⽂台 D3
⼭﨑⼤輝

京都⼤学理学研究科附属天⽂台 D3

⽊原孝輔

コロナ禍の研究室コミュニケーション
2022年8⽉25⽇ (⽊) 18:15-19:15

2022年度第52回天⽂・天体物理若⼿夏の学校全体企画



タイムテーブル
18:15-18:25 はじめに + グループ分け

↓ (ブレイクアウトルームへ)

18:25-18:30 グループ内の⾃⼰紹介 (1⼈1分)
18:30-18:38 ディスカッション1：
普段のコミュニケーション
・研究内容や研究⽣活の相談はどうしてる？

(いつ、どれくらいの頻度で、誰に、どうやって)
18:38-18:50 ディスカッション2：
進路選択の情報収集
・修⼠ (or 博⼠)修了後の進路の情報収集はどうしてる？

↓ (メインルームへ)

18:50-19:05 シェア
19:05-19:15 まとめ + 最後に



⺟集団の特徴



研究活動
・対⾯度合い⾼い (50%以上にマスゾーン)
・対⾯度合いが低くても満⾜度は低くない

ゼミ・進捗報告会
・対⾯度合いが(多少)低くても満⾜度は⾼め
・研究活動に⽐べたら対⾯度合いが低い

研究活動/ゼミ・進捗報告会の対⾯度と満⾜度

優先度に応じた対⾯度の調整、概ねうまく機能している



懇親会 (全体の傾向)
・対⾯度合いと満⾜度合いに正の相関 ??
・参加したことがない⼈はその事実に不満⾜な傾向

M1のみ M2以上

懇親会の対⾯度と満⾜度

懇親会 (M1のみ)
・対⾯度合い⾼めで、満⾜度も⾼め

懇親会 (M2以上)
・対⾯度合い低い時、満⾜度も低め



研究室の⽇常コミュニケーション
・対⾯度合いと満⾜度合いに正の相関
・70%の⼈は対⾯の⽅が多くかつ満⾜より
・対⾯多めの場合は、不満こそない ??
・オンラインの⽅が多い9%は不満⾜より

研究室の⽇常コミュニケーションの対⾯度と満⾜度

M1のみ M2以上



研究室外交流
・参加経験なしの場合は、不満⾜より
・完全オンラインの場合の満⾜度は⼈によりけり
・25%は不満⾜よりだが、50%, 75%は満⾜よりになる

研究室外交流の対⾯度と満⾜度

M1のみ M2以上

・対⾯での交流の機会を欲している傾向？？
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Q1. 研究に関する相談
オンライン ハイブリッド オフライン 無回答

・オン/オフ問わず、気楽に相談できると良い
・すぐに相談できる環境は欲しい
・同期とも議論したい
・質問相談はオンラインで、議論はオフラインで
・場所にとらわれないで議論できるので良い (家から⼤学が遠い)
・対⾯の⽅がリアクションが⾒える

研究に関する相談の理想は？

全般的な意⾒
ハイブリッド派
オンライン派
オフライン派



3%

30%

44%

23%

Q2. 研究⽣活に関する相談
オンライン ハイブリッド オフライン 無回答

・オン/オフ問わず、相談しやすい環境が⼤切
・様々な⼈に相談したい (e.g.卒業⽣、別の研究室のスタッフ、事務)
・指導教員以外に「相談員」が設定されている
・質問相談はオンラインで、議論はオフラインで
・時間にとらわれないので良い
・雑談ベースで、ふとした時に相談したい
・もっとみんな研究室に来てほしい

研究⽣活に関する相談の理想は？

全般的な意⾒
ハイブリッド派
オンライン派
オフライン派



3%

42%

30%

25%

Q3. 進路に関する相談
オンライン ハイブリッド オフライン 無回答

・様々な⼈から話を聞きたい (e.g.他⼤学、PD、教員、先輩⽅、同期)
・就職先の案内がもっと欲しい、研究室の就職関連の統計情報の開⽰
・周囲の状況を聞きづらい
・まとまった時間を確保して、じっくり話したい
・⾒せるものが特にない、記録に残せる
・飲み会の場などで話を聞きたい

進路に関する相談の理想は？

全般的な意⾒
ハイブリッド派
オンライン派
オフライン派
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